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すべらん革命 カパラグリップ「すべらんじゃん 」

取扱説明書

　この度は、すべらん革命の防滑材カパラグリップ「すべらんじゃん」をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本製品の防滑性・耐久性を維持して頂くためにも、本取扱説明書をよくお読みいただき、機能や操作手順を十分に理解され、ご使用いただきますよう
お願い致します。

【保証】
　本製品は厳密な社内検査を経て出荷させて頂いておりますが、万一製造上の不備や瑕疵などによる故障、或いは輸送中の事故などによる故障は、速やかに
当社までご連絡ください。本製品は絶対にすべらないことを保証するものではありません。施工面は、鋭利なもので傷つけると剥がれの原因となります。

【お願い】
１． いつまでも安定した性能を維持するためにも本書内容をお守りください。
２． 本書の内容については、モデルチェンジなどに伴い、予告なく変更することがあります。 
３． 本製品の運用を理由とする損失、逸失利益などの請求につきましては、いかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。
４． 本書の一部または全部を無断で転載、複製することは固くお断りいたします。
５． 本書はいつでも使用出来るように、製品と共に大切に保管してください。

製品名 すべらん革命　カパラグリップ　すべらんじゃん
色展開 ①CP-CL100　仕上がり色：クリア

②CP-DG100　仕上がり色：ダークグレー
③CP-YE100　仕上がり色：黄色 

施工可能面積 1.0 ～ 1.5 ㎡
調合比 すべり止め材　　　主剤：骨　材＝ 5：4

クリアのみ　　　　主剤：骨　材＝10：1
下地（プライマー）　主剤：硬化剤＝ 5：1

塗布量 0.3 ～ 0.5 kg /㎡
塗回数 2～ 3回
塗装方法 ローラー
乾燥時間
（23℃）

塗り重ね：30分～2時間
歩行可能：2時間以上

●磁器タイル
●石材（大理石以外）
●金属・縞鋼板
●アルミニウム

下地の種類仕 様

■内容物 【説明】

1. 容器　　　バケツ（2個）

■準備物

2. 下地材①　160ｇ

3. 下地材②　32ｇ

4. 主剤Ⓐ　　500ｇ（ダークグレー・黄色）
　 主剤Ⓐ-1 400g 　Ⓐ-2 100g（クリア）

5. 骨材Ⓑ　　400ｇ（ダークグレー・黄色）
　 骨材Ⓑ　　　50ｇ（クリア）

6. ローラー　ハンドル（1個） 

7. ローラー　2個

8. ビニール手袋　1セット

9. マスキングテープ　1本（30mm幅×18ｍ）

清掃道具

保護するもの

養生シート（塗料の余分な付着を防ぐため） 

ほうき・ぞうきん・中性洗剤など

マスクなど

段ボール・ビニールシート・新聞紙など

（ダークグレー）灰色 /（クリア）半透明 / （黄色）黄色

下地材塗布用・すべり止め塗装用

（ダークグレー）透明 /（クリア）透明 / （黄色）透明

（ダークグレー）半透明 /（クリア）半透明 / （黄色）黄色

（ダークグレー）灰色 /（クリア）白 / （黄色）白 

下地材塗布用・すべり止め塗装用

※上記以外（コンクリート等）は吸込が激しく材料が不足する場合があります。
※レンガ調タイル、大理石、鏡面セラミックタイル、クッションフロア、長尺 
　シート、Pタイル等への施工はできません。

①CP-CL100　クリア ②CP-DG100　ダークグレー ③CP-YE100　黄色 

〈施工例〉
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施工上の注意事項

ご使用上の注意事項

4. すべり止め材　施工・手順

5. 補足説明
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◆塗料が付いても支障が無い服装で作業してください。◆下地の調整具合によって出来上がり・摩耗性が大幅に変わってしまいます。施工前に下地の調整を十分におこなってください。使用に不安がある場合には、目立たな
い場所で、少量お試しいただいてから使用してください。◆施工面の油、汚れ、ほこり、大量の水分等を清掃除去してください。◆施工面以外に本製品が付着しないよう、養生テープ等を使用し施工面以外の保護を行ってくださ
い。◆塗料は、沈降しやすいので、ご使用前は良くかき混ぜてください。◆混ぜ合わせた塗料は使い切ってください。やむをえず塗料を捨てるときは、新聞紙などに塗り広げ、乾かしてから一般産業廃棄物として処理してくださ
い。◆厚塗りしたり液溜りがあると硬化不良を起こす可能性がありますので、薄く塗り広げてください。◆塗装は雨の降りそうな日や湿度の高い日は避け、天気の良い日におこなってください。◆気温や温度にもよりますが、
養生時間は、5時間以上（25℃）最低確保してください。◆塗装時、多湿で１０℃以下の低温環境下の場合は、乾燥状態を充分確認する必要があります。塗装環境が乾燥期間も含め5℃未満や湿度が80％以上の時の塗装は避
けてください。塗装後3～5時間は、絶対に水があたらないようにしてください。◆結露の発生する恐れのある場所や換気が不十分な場所での施工は避けてください。仕上がり不良、効果不良などの不具合が発生する可能性が
あります。◆夏季など、被塗物の表面温度が特に高い場合（手のひらをあてて熱さを感じるくらい）は、冷やすなど表面温度を下げてから、塗装してください。◆夏季など、温度が高い時には、材料が乾かないように、ラップ等で
覆うように保護してください。

【予防策】◆取扱作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉塵・ヒューム・ガス・ミスト・蒸気・スプレーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手袋等）を着用し、身体に付着しないようにすること。
◆吸入しないよう、有機ガス用防毒マスク、又は、送気マスクを着用すること。また取扱作業場所には局所排気装置を設けること。◆皮膚に接触しないよう、手袋・頭巾・えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛を着用すること。◆火気を
避けること。静電気放電に対する予防処置を講ずること。◆火災を発生しない工具・防爆型の電気機器・換気装置・照明機器等を使用すること。◆裸火または高温の白熱体に噴霧しないこと。◆本来の目的以外に使用しないこと。◆指
定材料以外のものとは混合しないこと。◆取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、および、鼻孔洗浄を十分に行うこと。◆使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。◆本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。
【対応】◆目に入った場合：直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。◆皮膚に付着した場合：直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある場合は、医師の診察を受けること。◆吸入した場合：
空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けること。◆飲み込んだ場合：直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。◆漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。
◆火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。
【保管】◆指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。◆直射日光、雨ざらしを避け、5℃以上（推奨20℃）の冷暗所にて、 密封して保管すること。◆子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法
規に基づき適正に管理すること。◆未開封の場合、１２ヶ月程度は品質に問題ありませんが、開封後はお早めにご使用ください。
【廃棄】◆本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳守の上、産業廃棄物として処分すること。排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染する場所へ廃棄しないこと。
【施工後の安全】◆本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後は安全性に十分に注意を払うようにしてください。◆化学物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接することのないようにしてください。

すべらんじゃんサポートセンター  0120 - 306-750（フリーダイヤル）
株式会社モアグリップ　静岡県浜松市中央区三和町360

❷養生
　材料が、施工しない部分に付着しないよう、養生（マ
　スキングテープ等を使用）します。凹凸部分がある場
　合には、すき間のないように貼り付けします。

❶施工前の準備
　施工する面の油分・汚れ・ゴミなどを取り除き、
　水分を十分に乾燥させます。

【用意するもの】マスキングテープ

【用意するもの】ほうき、ぞうきん、中性洗剤など

❸プライマー塗装（下地材）の準備
　下地材①の容器に、下地材②を加えます。全量加えた後、
　上下に30回以上ふり、均等に混ぜ合わせます。バケツ
　の中に、混ぜ合わせた下地材、全量を入れます。
　（完全に色が混ざり合っていなくても問題はありません）

【用意するもの】ハンドル＋ローラー

❹ローラー　セッティングの仕方
　ローラーの横にある穴に、ローラーハンドルの横棒
　を差し込みローラーをセットします。力を入れて止
　まる箇所まで押し込みます。ローラーがスムーズに
　回転すればセッティング完了です。

❻プライマー塗装（下地材）の準備
　かき混ぜた後、バケツの内側面にて、5～10回ほど、
　ローラーを添わせ、適量（少な目）にします。
　※下地材混合液が多すぎると、施工不良となる可能
　　性があります。

❺プライマー塗装（下地材）の準備
　③で作った下地材混合液を、付属のローラーでかき
　混ぜます。ダマ（固まり）がなくなるよう、よくかき
　混ぜます。

❽プライマー塗装　乾燥
　施工後は、施工面が乾くまで（表面のべたつきがな
　くなるまで）15～30分ほど、乾燥させます。
　＊目安：夏場 約 15分　冬場 約 30分

❼プライマー塗装（下地）
　適量（少な目）の下地材混合液を、ローラーにて、施工
　面に平滑に塗り広げます。
　※タイル目地がある場合は、目地にも塗り広げます。

❾すべり止め材施工の準備
　下地材で使ったローラーは、ハンドルから外します。
　新しい（未使用）ローラーをハンドルにつけます。

【用意するもの】バケツ＋下地材①＋下地材②混合液
　　　　　　　　+ハンドル＆ローラー

【用意するもの】ハンドル＆ローラー

【用意するもの】ハンドル＋新しいローラー

【用意するもの】バケツ＋下地材①（白）、下地材②（色つき /透明）

【用意するもの】バケツ＋主剤Ⓐ、骨材Ⓑ

●すべり止め材施工の準備
　主剤Ⓐは開封前に、容器を上下に10回以上ふり、よ
　くかき混ぜます。バケツの中に主剤Ⓐと骨材Ⓑの
　全量を入れます。

●すべり止め材施工の準備
　⑩のすべり止め材を、付属のローラーでかき混ぜま
　す。ダマ（固まり）がなくなるよう、よくかき混ぜます。

●すべり止め材施工の準備
　かき混ぜた後、バケツの内側面にて、15～20回ほど、
　ローラーを添わせ、適量（少な目）にします。
　※すべり止め材が多すぎると、厚塗りとなり、施工不
　　良（乾かない・均等にならない等）となる可能性が
　　あります。

●すべり止め材施工（1回目）
　適量のすべり止め材を、ローラーにて、施工面に平滑に塗り
　広げます。施工は小さい範囲（30cm角ほど）で、少しずつ進
　めてください。施工後は、施工面が乾くまで（表面のべとつき
　がなくなるまで）、30～60分ほど、乾燥させます。
　＊目安：夏場 約 30分　冬場 約 60分

●すべり止め材施工（3回目）
　施工面が薄い場合は、⑪～⑬の作業をもう1度繰り
　返し、3回目を塗布します。施工後は、施工面が乾く
　まで、30～60分ほど、乾燥させます。
　＊目安：夏場 約 30分　冬場 約 60分

●すべり止め材施工（2回目）
　⑪～⑬の作業をもう1度繰り返し、2回塗布します。
　施工後は、施工面が乾くまで、30～60分ほど、乾燥
　させます。
　＊目安：夏場 約 30分　冬場 約 60分

●完成
　施工面が完全に乾けば完成です。
　※施工面を歩行する、物を置くなどの場合は、養生時
　　間を5時間以上（25℃）は最低確保してください。

注意：片付けの際には…
使った材料は、乾燥させ、各自治体の処分方法に従って、
廃棄してください。

●上塗り【クリア施工のみ】
　■クリア：目地に骨材が入り、気になる場合
　　目地に骨材が入り、気になる場合は、施工後すぐに、ぞうきん等で目地
　　を拭き取ります。拭き取り後は、上塗り用の主剤Ⓐ-2のみをバケツに
　　入れ、施工面に塗り広げます。（バケツは洗い、乾燥させたものを再利用
　　します）この場合、骨材Ⓑは入れないでください。
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製造・販売元


